
 

 

○８番（井谷幸恵）（登壇） 日本

共産党の井谷幸恵です。通告に従っ

て質問いたします。 

 まず、不登校対策についてです。 

 子供の不登校は、この10年で３倍

と急激に増加し、小中合わせて35万

人近くになりました。これまで少な

かった小学校低学年でも増えており

ます。今こそ不登校について、子供

も親も安心できる政策が求められて

いるとして、このたび日本共産党

は、不登校についての提言を発表い

たしました。 

 一つは、行き渋りや不登校で悩ん

でいる子供や保護者への温かい支援

策、もう一つは、子供が通いたくな

るような学校にしていくこと。この

２点についての提言です。 

 この提言を基にして、新たに教育

長になられた長井教育長にお尋ねを

いたします。 

 提言のあらましです。不登校は子

供のせいではない。子供は学校や社

会の中で、違和感を抱え、傷つき、

我慢に我慢を重ねた末に登校できな

くなる。腹痛や頭痛などの症状が出

ることもあります。休むことが必要

です。学習活動への支援が中心とな

っている国の不登校対策を改める。

学校が子供の思いを丸ごと受け止

め、子供の休息と回復を温かく見守

り、子供の安心を増やす場になるこ

とが期待されるとして、子供の心の

傷への理解と休息、回復の保障を基

本に据えることを提案しておりま

す。 

 子供が安心して休息するには、親

への支援を手厚くする必要がありま

す。不登校離職による経済的困難に

対する支援として、フリースクール

費用や交通費の軽減、不登校休業制

度の拡充など５点が提案されており

ます。子供の居場所、学びの場の条

件整備の必要性も強調しています。

国が進める校内教育支援センターや

不登校特例校の拡充とともに、フリ

ースクールへの公的補助、高校進学

の支援、無料で安心して過ごせる施

設の拡充を提案しております。 

 次に、資料のほうを御覧になって

ください。 

 不登校は、学校での競争と管理を

エスカレートさせた2012年12月発足

の第２次安倍政権から急増しており

ます。緊急の改革として４点。 

 １つ目、忙し過ぎる学校を生み出

した学習指導要領を見直す。 

 ２つ目、全国学力テストの中止。 

 ３つ目、子供を押さえる過度の管

理をやめる。 

 ４つ目、教員の多忙化解消と自由

の保障。この４点を提案しておりま

す。 

 以下、現状や支援の基本、今後の

対策についてお尋ねします。 

 １点目、本市での不登校の人数

は、小中それぞれどのようになって

いますか。また、この10年で何倍に

なっていますか。小学校で増えてい

る理由についてどのようにお考えで

しょうか。 

 ２点目、2013年頃から不登校が急

増している背景について、どのよう

に御覧になっていますか。 

 ３点目、不登校対策の基本に据え

るべきことは何だとお考えでしょう

か。 

 ４点目、本市で中萩中に続き、川

東中にもサポートルームが開設され

ました。担当する先生はお二人ずつ

とお聞きしましたが、勤務条件や大

切にされていること、生徒たちの様

子について教えてください。 

 ５点目、あすなろ教室では、子供



 

たちの心の傷の理解、休息、回復の

ためにどのようなことをされていま

すか。 

 また、教室卒業後の子供たちの進

路はどのようなものなのでしょう

か。 

 ６点目、今後の不登校対策はどの

ようにされますか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 井

谷議員さんの御質問にお答えいたし

ます。 

 不登校対策についてでございま

す。 

 まず、現状についてお答えいたし

ます。本市における不登校の人数に

つきましては、令和６年度で小学校

220人、中学校240人となっておりま

す。10年前の平成27年度は小学校

37人、中学校107人であり、令和６

年度と比較しますと、小学校が約

5.9倍、中学校が約2.2倍となってお

ります。 

 小学校で増えている理由につきま

しては、各校での長期欠席に関する

調査では、生活リズムの不調、無気

力、親子関係・家庭環境に関する問

題、学業不振や宿題の未提出といっ

た理由が多く報告されており、状況

の改善には家庭と学校の連携が不可

欠であると考えております。 

 不登校が急増している背景につき

ましては、本市では、平成25年度か

ら平成30年度までは微増、その後

徐々に増加し、令和４年度から急増

しております。 

 その背景としましては、コロナ禍

での登校意欲やコミュニケーション

能力の低下、また、ＳＮＳの普及や

社会状況の変化による学校に対する

価値観の変化などが考えられます。 

 次に、支援の基本についてでござ

います。 

 不登校対策の基本に据えるべきこ

とにつきましては、児童生徒一人一

人に寄り添った支援が最も重要であ

ると考えております。 

 不登校に至る原因は非常に多様か

つ複雑で、子供によって異なりま

す。そのため、画一的な対応ではな

く、家庭、学校、関係機関が連携し

ながら一人一人に合った支援を行っ

ていく必要があります。そして、お

のおのの立場から、子供たちと日々

向き合い、丁寧な関わりを積み重ね

ていくことが重要だと考えておりま

す。 

 川東中学校の校内サポートルーム

につきましては、１日６時間、週４

日勤務の登校ナビゲーターが２名体

制で配置されており、登校ナビゲー

ターは希望する生徒に対してタブレ

ットを活用したオンライン授業を実

施するなど、生徒一人一人と向き合

い、丁寧に関わることを何より大切

にしております。 

 また、生徒たちの様子につきまし

ては、毎日登校できている生徒の学

習時間が長くなったり、週１日登校

している生徒が週２日になったり

と、少しずつ改善が見られるとの報

告を受けております。あすなろ教室

における取組につきましては、子供

たちの気持ちに寄り添い、指導員が

個別に支援しながらの学習活動や個

別または集団での活動、行事、面談

が主な業務となっております。 

 また、遠足などの課外活動や講師

を招いての授業形式の学習もあり、

これらの活動を通じて再登校や進路

実現などを身近な目標としながら、

社会的に自立することを目指してお



 

 

ります。 

 令和６年度の中学３年生の登録生

徒27人の進路につきましては、全て

の生徒が高校に進学しております。 

 次に、今後の対策についてでござ

います。 

 不登校対策としましては、各家庭

と連携しながら、学校以外の学びの

場や生徒が安心できる居場所を確保

することで、子供たちの学習環境を

保障するとともに、児童生徒一人一

人の状況に寄り添った支援を行って

まいります。 

○議長（田窪秀道） 井谷幸恵議

員。 

○８番（井谷幸恵）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。 

 今、学校の先生も精神疾患で休ま

れている方が大変増えております。

子供も先生も通いやすい学校を目指

して、教育長としての思いをお聞か

せください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。長井教育長。 

○教育長（長井俊朗）（登壇） 井

谷議員さんの御質問にお答えしま

す。 

 不登校の改善に向けた教育長とし

ての思いでございます。 

 近年における不登校の原因といた

しましては、先ほど申し上げました

ように、生活のリズムの不調、ある

いは無気力などが特に多く見られて

おります。過去における非行等の原

因が多かった時代とは異なり、家

庭、学校、関係機関の連携が、これ

まで以上に重要になってきていると

感じております。 

 これらの状況を踏まえまして、教

育委員会としましては、外部機関と

も連携しつつ、登校のみを目標とし

ない多様な教育の機会を確保するこ

とで児童生徒と社会のつながりを支

援して、様々な取組を行っていると

ころでございます。 

 何よりも大切なことは、スタッフ

一人一人が人一倍敏感で、心に不安

を抱える子供たちの話をじっくりと

聞き、その役割に求められる支援を

行うとともに、教員を含めた支援チ

ームが十分に情報を共有して対応す

ることだと考えております。 

 なお、私は様々な教員研修会で、

心躍る学び合いという言葉を自らの

教育観のキーワードとして紹介して

おります。人との関わりの大切さや

自己肯定感をしっかりと育み、子供

たちにとって、学校がわくわくす

る、魅力ある場所と思えるように、

また、将来、楽しかった思い出とし

て学校生活を語れるように、様々な

教育活動に取り組んでまいりたいと

考えております。 

○議長（田窪秀道） 井谷幸恵議

員。 

○８番（井谷幸恵）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。 

 本当に、心が元気になるようにと

願っております。 

 要望ですが、現場からお聞きして

おります。あすなろ教室やスクノマ

の会のような、拠点となる場所が川

東にも欲しいというふうにお聞きい

たしました。すなわち、教室だけで

なく外での活動もできるし、野菜や

果物づくり、そういったこともでき

るような、そういう拠点となる場所

が欲しいという要望をお聞きしてお

ります。学校に先生を増やしてほし

い。これも、誰しもの願いです。国

に強く要望を上げ続けるようお願い

しまして、次の質問に行きます。 

 


